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取 扱 上 注意事項

  配管
配管前         行  管内 異物 入     注意       

  給気
乾燥  圧縮空気  空気圧     通   使用下   

  作動油        又     油圧作動油 相当品 
作動油     異物 混入    劣化 変色     新  作動油 交換       又 作動油 新旧

同     使用下             動作          内 作動油油面 上下    

       中間付近  作動油 入       作動油 入 過   注意願    

      上部  作動油 漏 出 場合      

             標準 
パワパックシリンダを作動する前にゲージタンクの赤い

Ⓐ部のキャップをはずして給油してください。手動又は自

動でシリンダを動作させるとゲージタンク内に気泡が出

てオイルレベルが下がります。少なくなった分だけオイル

を継ぎ足してください。気泡が出なくなるまでシリンダを

動作させてください。およそ 10回程度です。シリンダ内

部に空気が残っていると推力が小さくなったりストロー

クが短くなったりします。

パワパックシリンダを左図のようにロッド上向き、横向き

でご使用いただく場合にはゲージタンクをそれぞれ赤い

キャップが上を向くように取り付けてください。横向きの

場合はエルボをはずしてください。ロッド上向きでのご使

用ではロッド２面巾部のエア抜き用プラグでエア抜きを

行ってください（上向き仕様品のみ）。

パッキンの交換をされる時には、エア配管をはずし、ヘッ

ドフランジ部のナット４個をはずし、ヘッドフランジをは

ずします。タイロッドを取りはずしてから順次分解してく

ださい。尚、シリンダ内部にはバネが入っているためナッ

トをゆるめる時にはヘッドフランジを押さえながらはず

してください。

パッキン交換後の組み付けは分解と逆の方法で行います。

パッキンを損傷しないように注意して行ってください。

標準回路図

左図のように P1、P2にスピコンをメーターアウトで組み

込むとシリンダのスピード制御ができます。尚、シリンダ

の負荷によってはブースターの戻りが早くなりますので

必ず P1のスピコンは組み込んでシリンダの戻りに合わせ

てスピコンで調整願います。早くブースターが戻るとゲー

ジタンク内の油が気泡で白濁し、オイル漏れの原因となり

ます。

Ⓐ

ゲージタンク

ヘッドフランジ

P1

P2

注意

注意
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       付 

パワパックシリンダを作動する前にゲージタンクの赤い

Ⓐ部のキャップをはずして給油してください。手動又は自

動でシリンダを動作させるとゲージタンク内に気泡が出

てオイルレベルが下がります。少なくなった分だけオイル

を継ぎ足してください。気泡が出なくなるまでシリンダを

動作させてください。およそ 10回程度です。シリンダ内

部に空気が残っていると推力が小さくなったりストロー

クが短くなったりします。手動で動作させる場合はマニュ

アルボタンをドライバーのようなもので押してください。

パワパックシリンダを左図のようにロッド上向き、横向き

でご使用いただく場合にはゲージタンクをそれぞれ赤い

キャップが上を向くように取り付けてください。横向きの

場合はエルボをはずしてください。ロッド上向きでのご使

用ではロッド２面巾部のエア抜き用プラグでエア抜きを

行ってください（上向き仕様品のみ）。

パッキンの交換をされる時には、エア配管をはずし、バル

ブをはずしてから、バルブマニホールドのナット４個をは

ずし、バルブマニホールドをはずします。タイロッドを取

りはずし順次分解してください。尚、シリンダ内部にはバ

ネが入っているためナットをゆるめる時にはバルブマニ

ホールドを押さえながらはずしてください。

パッキン交換後の組み付けは分解と逆の方法で行います。

パッキンを損傷しないように注意して行ってください。

配管方法

左図のようにＰポートにエアを供給します。加圧力を制御

するにはレギュレータで調整します。

また、加圧スピードを調整する場合にＰ２の排気部に絞り

弁を取り付けるか又はＰ２の継ぎ手を絞り弁付に変更願

います。シリンダの負荷が大きい場合はブースターの戻り

が早くなりゲージタンク内のオイルが白濁しますのでＰ

１の排気部に絞り弁付サイレンサーを取り付けてブース

ターの戻りスピードを調整してください。

Ⓐ

ゲージタンク

マニュアルボタン
バルブ

バルブマニホールド

P

P1排気部

P2排気部

P2

注意



4

    表

2014a1

PP-50 PP-80 PP-100
個

数No.
型式

品名
0510 1005 1324 1915 2910 2135 2727 3620 5514 7908

1 Ｏリング S46 S46 G75 G75 G75 G95 G95 G95 G95 G95 2
2 Ｏリング G45 G45 G75 G75 G75 G95 G95 G95 G95 G95 1
3 Ｏリング P44 P44 P70 P70 P70 P90 P90 P90 P90 P90 1
4 パッキン UHP-40 UHP-40 UHS-50 UHS-50 UHS-50 UHP-80 UHP-80 UHP-80 UHP-80 UHP-80 1
5 Ｏリング P6 P6 P15 P15 P15 P15 P15 P15 P15 P15 1
6 パッキン

ISI
20･28･5

IDI
14･22･5

ISI
30･40･6

ISI
25･33･5

ISI
20･28･5

ISI
40･50･6

ISI
35･45･6

ISI
30･40･6

ISI
25･33･5

ISI
20･28･5 1

7 ペンタシール PS20 PS14 PS30 PS25 PS20 PS40 PS35 PS30 PS25 PS20 1
9 バックアップリング － － － － － － － － － G95 1
11 ウェアリング SW40 SW40 SW60 SW60 SW60 SW80 SW80 SW80 SW80 SW80 1
12 Ｏリング P20 P14 P30 P25 P20 P40 P35 P30 P25 P20 1
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